
全全
日日
赤赤

全
日
赤
で
は
10
単
組
で
1
6
8

人
が
加
入
し
ま
し
た
。

全
日
赤
北
見
で
は
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
休
み
時
間
に
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
加
入
し
た

組
合
員
か
ら
感
想
を
伝
え
て
も
ら

う
な
ど
雰
囲
気
を
大
切
に
し
、
短

時
間
で
幅
広
い
職
種
か
ら
52
人
が

加
入
し
ま
し
た
。

全
日
赤
松
江
で
は
50
人
が
加
入

し
、
連
続
拡
大
記
録
を
2
6
7
カ

月
と
更
新
中
で
す
。

全全
医医
労労

全
医
労
で
は
1
0
6
支
部
で
説

明
会
を
開
催
し
、
全
体
で
5
3
2

人
が
加
入
し
ま
し
た
。

全
医
労
Ａ
支
部
で
は
17
人
が
説

明
会
に
参
加
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
用
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、
全
員

を
仲
間
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

全
医
労
Ｂ
支
部
で
は
夕
方
に
説

明
会
を
開
催
。
看
護
師
・
リ
ハ
ビ

リ
職
の
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

組
合
が
こ
れ
ま
で
勝
ち
取
っ
た
成

果
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
例
年
加
入
が

少
な
い
リ
ハ
ビ
リ
職
員
の
参
加
者

10
人
全
員
が
加
入
し
ま
し
た
。

全全
ＪＪ
ＣＣ
ＨＨ
ＯＯ
病病
院院
労労
組組

全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
労
組
北
海
道

支
部
は
、
昼
休
み
に
説
明
会
を
開

催
し
、
50
人
が
参
加
。
昨
年
の
99

％
加
入
の
実
績
を
強
調
し
つ
つ

「
仲
間
を
ふ
や
す
に
は
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

に
沿
っ
て
実
践
し
、
24
人
が
加
入

し
ま
し
た
。

全全
労労
災災

全
労
災
で
は
各
支
部
で
新
歓
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
山
支
部

で
は
、
県
医
労
連
が
作
成
し
た
、

医
労
連
共
済
と
組
合
説
明
に
つ
い

て
の
手
作
り
の
紙
芝
居
を
活
用

し
、
40
分
と
い
う
時
間
を
飽
き
さ

せ
な
い
よ
う
創
意
工
夫
し
た
説
明

会
を
行
い
ま
し
た
。

愛愛
知知

愛
知
で
は
「
燃
え
る
新
人
1
0

0
％
加
入
」
を
掲
げ
、
各
地
で
奮

闘
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
立
大
学
教
職
員
組
合

で
は
4
月
1
日
に
4
病
院
か
ら
3

0
0
人
が
説
明
会
に
参
加
し
、
1

9
7
人
が
加
入
し
ま
し
た
。
「
大

谷
選
手
も
労
働
組
合
に
入
っ
て
自

分
た
ち
の
労
働
条
件
を
良
く
し
て

い
る
」
と
説
明
し
、
加
入
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
4
月
2
日
に
西
部
医
療

セ
ン
タ
ー
支
部
で
は
、
昼
休
み
に

説
明
会
を
開
催
。
配
属
先
の
先
輩

の
声
が
け
で
加
入
に
つ
な
げ
、
参

加
し
た
1
0
8
人
中
55
人
が
そ
の

場
で
加
入
し
ま
し
た
。

み
な
と
生
協
労
組
は
会
議
室
が

借
り
ら
れ
な
い
中
「
立
ち
話
5
分

説
明
会
」
を
行
い
、
9
人
が
加
入

し
ま
し
た
。
「
共
済
7
型
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
も
活
用
し
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
を
持

つ
役
員
が
共
済
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
加
入
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

春
日
井
市
職
員
組
合
病
院
支
部

は
、組
合
の
成
果
を
強
調
し
、頼
れ

る
組
合
の
姿
を
ア
ピ
ー
ル
。「
組
合

は
み
ん
な
が
入
っ
て
当
た
り
前
」

の
雰
囲
気
づ
く
り
で
、
参
加
し
た

51
人
中
49
人
が
加
入
し
ま
し
た
。

名
南
会
労
組
は
、
冒
頭
の
「
書

き
な
が
ら
聞
い
て
ね
」
の
一
言
で

ほ
と
ん
ど
が
加
入
用
紙
を
書
き
始

め
、
新
人
全
員
が
そ
の
場
で
加
入

し
、
16
年
連
続
1
0
0
％
加
入
を

達
成
の
快
挙
で
す
。

ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
イ
ラ
ン
を
攻

撃
す
る
自
身
を
正

当
化
す
る
宣
伝
を

日
々
行
っ
て
い

る
。
マ
ス
コ
ミ
が

意
見
を
言
お
う
も

の
な
ら
�
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
�

と
罵
り
、
情
報
機
関
の
ト
ッ
プ
が

異
を
唱
え
て
辞
任
す
れ
ば
、
そ
の

者
を
否
定
し
、
攻
撃
を
す
る
。
日

本
で
も
異
論
を
許
さ
な
い
風
潮
や

外
国
人
に
対
す
る
排
外
的
考
え
な

ど
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
▼
1
9

9
6
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ

る
新
自
由
主
義
は
、
自
己
責
任
の

名
の
下
で
異
論
を
排
除
し
、
法
規

制
を
緩
和
し
て
き
た
。
結
果
、
普

通
に
働
い
て
も
最
低
限
の
生
活
す

ら
で
き
な
い
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と

い
わ
れ
る
労
働
者
が
多
く
生
ま
れ

た
。
今
で
は
労
働
者
側
か
ら
副
業

・
兼
業
し
な
い
と
生
活
が
ま
ま
な

ら
な
い
と
い
い
、
普
通
に
働
け
ば

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
権

利
が
享
受
さ
れ
る
こ
と
の
矛
盾
に

気
づ
か
ず
に
異
を
唱
え
な
い
▼
異

論
と
い
う
の
は
、
自
身
が
気
づ
い

て
い
な
い
考
え
方
や
違
っ
た
人
生

経
験
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
貴
重
な

意
見
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
豊
か

な
議
論
醸
成
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
▼
竹
信
美
恵
子
氏

の
「
ル
ポ
雇
用
劣
化
不
況
」
に
は

規
制
緩
和
下
の
人
件
費
削
減
で
労

働
現
場
は
劣
化
し
、
企
業
を
さ
ら

な
る
不
況
に
追
い
込
む
様
が
綴
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
客
の
ク

レ
ー
ム
を
受
け
た
非
正
規
職
員
が

雇
用
継
続
を
希
望
す
る
が
た
め
に

店
長
に
ク
レ
ー
ム
を
伝
え
ず
、
店

が
衰
退
し
て
い
く
と
い
う
場
面
が

あ
る
。
中
東
で
の
戦
争
だ
け
で
は

な
く
、
異
を
唱
え
な
い
今
の
日
本

に
も
同
じ
も
の
を
感
じ
る
。

春の新歓シーズンが始まりました。各地で新
入職員が医労連に仲間入りをした報告が届いて
います。新歓は年間拡大の柱となる重要な取り
組みです。すべての新入職員に声をかけ輪を広
げましょう。

全
医
労
旭
川
病
院
支
部
の
新
歓
の

様
子

春日井市職員組合病院支部の新歓の様子

全労災岡山では手作りの紙芝居で大健闘

全医労北海道医療センター支部ではピザパーティ形式で大盛況

お
菓
子
選
び
で

対
話
の
キ
ッ
カ
ケ
に

心
を
こ
め
た
手
作
り
の
案
内
状
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回
答
集
計
状
況

交
渉
集
中
・
回
答
引
き
上
げ
ゾ

ー
ン
を
経
た
回
答
状
況
は
、
4
月

6
日
時
点
で
1
7
6
組
合
が
回
答

を
引
き
出
し
、
う
ち
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
回
答
は
43
組
合
（
昨
年
同
時
期

34
組
合
）
で
し
た
。
昨
年
同
時
期

を
上
回
り
ま
し
た
が
、
ベ
ア
評
価

料
の
あ
っ
た
2
0
2
4
年
の
同
時

期
52
組
合
と
比
較
す
る
と
約
8
割

で
す
。
回
答
額
平
均
は
5
4
9
2

円
、
率
は
2
・
05
％
（
同
2
0
0

1
円
、
1
・
48
％
）
で
す
。
昨
年

最
終
3
0
6
9
円
（
1
・
93
％
）

や
、
ベ
ア
評
価
料
の
あ
っ
た
年
と

比
較
す
る
と
、
ベ
ア
額
は
上
回
っ

て
い
ま
す
。
基
本
給
（
定
昇
込
）

で
は
5
4
3
5
円
（
昨
年
最
終
5

3
2
9
円
）
、
全
体
（
手
当
込
）

6
0
8
5
円
（
同
5
8
3
0
円
）

と
な
り
、
賃
上
げ
が
す
す
ま
な
か

っ
た
昨
年
の
最
終
到
達
時
点
を
若

干
上
回
っ
て
き
て
い
ま
す
。

定
昇
を
含
む
パ
ー
ト
の
賃
上
げ

回
答
は
、
33
組
合
（
昨
年
同
時
期

28
組
合
）
で
し
た
。
賃
上
げ
額
は

平
均
44
円
（
昨
年
最
終
32
円
）
で

昨
年
の
引
き
上
げ
額
を
上
回
っ
て

い
ま
す
が
、最
高
額
1
6
0
円（
同

2
3
0
円
）
は
昨
年
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

補
正
予
算
の
申
請
状
況
調
査
に

よ
る
と
、
「
申
請
し
た
」
と
回
答

が
あ
っ
た
の
は
1
0
2
組
合
で
し

た
（
4
月
8
日
時
点
）
。
配
分
傾

向
は
、
「
12
月
〜
3
月
分
を
一
時

金
と
し
て
分
配
」
と
回
答
し
た
の

は
47
組
合
で
、
そ
の
う
ち
金
額
の

提
示
が
あ
っ
た
の
は
34
組
合
・
平

均
3
万
8
9
7
2
円
で
し
た
。
4

月
・
5
月
に
つ
い
て
回
答
が
あ
っ

た
の
は
29
組
合
で
、
各
月
分
配
対

応
と
し
平
均
7
3
7
7
円
、
6
月

以
降
に
つ
い
て
は
4
回
答
の
み
6

5
8
6
円
で
大
半
が
対
応
を
示
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

２６
春
闘
後
半
戦
に
む
け
て

団
体
署
名
や
一
言
カ
ー
ド
は
、

政
府
に
訴
え
る
術
の
ほ
か
、
医
療

・
介
護
現
場
の
声
を
可
視
化
さ
せ

て
世
論
に
共
感
を
ひ
ろ
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。
団

体
署
名
に
つ
い
て
は
、
4
月
5
日

現
在
6
3
3
団
体
か
ら
届
い
て
い

ま
す
。
日
本
医
労
連
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
に
て
署
名
集

約
数
を
随
時
更
新
し
て
掲
載
し
て

お
り
、
数
字
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

団
体
名
や
届
い
て
い
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

言
カ
ー
ド
は
4
月
6
日
時
点
で
、

グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
と
用
紙
合
わ

せ
て
1
4
6
1
通
が
届
い
て
い
ま

す
。自

治
体
・
国
会
議
員
へ

自
治
体
へ
の
陳
情
・
請
願
は
、

「
報
酬
10
％
以
上
の
引
き
上
げ
」

は
99
自
治
体
で
、
「
夜
勤
規
制
・

大
幅
増
員
」
は
47
自
治
体
で
賛
同

を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
署
名
の

紹
介
・
賛
同
議
員
は
現
在
43
名
で

す
。先
の
衆
議
院
選
挙
後
、残
念
な

が
ら
署
名
の
紹
介
・
賛
同
議
員
が

半
減
し
ま
し
た
。改
め
て
地
元
で
、

議
員
経
験
者
も
含
め
た
国
会
議
員

へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ア
ピ
ー
ル

こ
の
間
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て

ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
の
世

論
を
ひ
ろ
げ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

な
る
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
は
、
4
月
3
日

現
在
2
万
7
0
8
8
人
の
賛
同
を

得
て
い
ま
す
。
夜
勤
改
善
・
大
幅

増
員
の
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
は
1
万

2
5
2
9
人
の
賛
同
で
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
の
Ｑ
Ｒ
を
チ
ラ
シ
に

添
付
す
る
な
ど
し
て
、
さ
ら
に
ア

ピ
ー
ル
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
Ｘ
デ
モ
を
、5
月
12
日（
看

護
の
日
）
と
6
月
3
日
（
夏
季
一

時
金
回
答
期
限
）
に
計
画
し
て
い

ま
す
。
当
日
は
共
通
の
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
を
活
用
し
て
、
医
療
・
介
護

・
福
祉
の
現
場
の
実
態
を
訴
え
ま

し
ょ
う
。

3
月
26
日
、
東
北
地
方
協
議
会

内
の
全
て
の
県
医
労
連
が
宮
城
県

仙
台
市
に
集
ま
り
、
統
一
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
は
東
北
各
県

か
ら
70
人
の
ほ
か
、宮
城
県
労
連
、

宮
城
自
治
労
連
、
宮
城
国
公
、
全

労
連
全
国
一
般
・
宮
城
一
般
、
宮

城
高
教
組
、
共
産
党
宮
城
県
議
会

議
員
ら
が
支
援
と
激
励
に
訪
れ
ま

し
た
。

宮
城
県
庁
前
の
野
外
音
楽
堂
で

開
い
た
ス
タ
ー
ト
集
会
で
は
、
6

県
か
ら
代
表
者
が
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
か

ら
は
、
賃
金
が
上
が
ら
ず
人
も
集

ま
ら
な
い
現
場
の
実
態
が
吐
露
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
ケ
ア
労

働
者
の
犠
牲
で
成
り
立
つ
医
療
・

介
護
は
お
か
し
い
、
大
幅
賃
上
げ

と
大
幅
増
員
を
実
現
し
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
仙
台
駅
ま
で
の
デ
モ

行
進
で
は
、
「
ケ
ア
労
働
者
の
賃

金
上
げ
ろ
、
報
酬
上
げ
ろ
」
と
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
て
商
店

街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

仙
台
駅
前
で
の
宣
伝
行
動
で

は
、
「
賃
上
げ
」
「
増
員
」
「
報

酬
引
き
上
げ
」
な
ど
様
々
な
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
な
が
ら
、
リ
レ
ー

ト
ー
ク
で
現
場
の
実
態
や
処
遇
改

善
を
訴
え
ま
し
た
。

記
者
発
表
の
冒
頭
で
、
「
憲
法

9
条
を
壊
す
な
！
実
行
委
員
会
」

の
高
田
健
さ
ん
は
、
新
た
に
憲
法

改
悪
反
対
署
名
を
始
め
た
経
過
や

趣
旨
を
説
明
し
ま
し
た
。
高
田
さ

ん
は
、
改
憲
議
論
が
す
す
む
高
市

政
権
に
不
安
と
危
機
感
を
感
じ
、

改
憲
を
止
め
る
た
め
の
署
名
運
動

を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
市

民
運
動
が
高
揚
し
て
い
る
今
、
誰

で
も
で
き
る
運
動
と
し
て
署
名
を

開
始
し
た
と
述
べ
ま
し
た
。
「
九

条
の
会
」
の
小
森
陽
一
事
務
局
長

は
、
「
自
分
た
ち
が
戦
場
に
行
く

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
危
機
感

か
ら
高
校
生
世
代
の
運
動
参
加
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
全

世
代
に
9
条
改
憲
反
対
を
訴
え
て

い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。
「
安

保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回

復
を
求
め
る
市
民
連
合
」
の
菱
山

南
帆
子
共
同
代
表
は
、
「
戦
後
最

大
の
憲
法
の
危
機
」
と
強
調
し
、

衆
議
院
憲
法
審
査
会
の
な
か
で
も

改
憲
反
対
を
表
明
し
た
議
員
が
2

名
と
い
う
状
況
に
強
い
懸
念
を
示

し
ま
し
た
。
一
方
、
運
動
に
は
若

い
女
性
や
個
人
参
加
が
増
え
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
署
名

を
持
っ
て
街
中
で
対
話
を
通
じ
て

市
民
の
声
を
可
視
化
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
ス
ト
ッ
プ
！
憲
法
を
守

り
・
い
か
す
共
同
セ
ン
タ
ー
」
の

秋
山
正
臣
共
同
代
表
は
、
労
働
組

合
の
立
場
か
ら
も
「
平
和
な
く
し

て
労
働
運
動
な
し
」
を
掲
げ
て
運

動
に
参
加
し
、
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。

〈賃上げ回答状況（単純平均）〉 4月6日現在

基本給（定昇込）
率

2．03％
3．14％

国民春闘共闘は3月26日現在

額
5，435円
8，836円

日本医労連
国民春闘共闘

団体署名

一言カード

２６春闘２６春闘

ベ
ア
要
求
粘
り
強
く

１７６組合に回答
基本給（定昇込）
平均５，４３５円（２．０３％）

一言カード
ＱＲ
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処
遇
改
善
・
増
員
を
ア
ピ
ー
ル

憲法改悪許さない憲法改悪許さない憲法改悪許さない
6団体呼びかけで新署名スタート

憲
法
９
条
改
悪
に
反
対
す
る
請
願
署
名
の
開
始
に
あ

た
り
、
呼
び
か
け
団
体
が
記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

駅前宣伝行動の様子

集会に集まった参加者ら
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2026「看護の日・看護週間行動」
を全国各地で大きく盛り上げ、世論
にアピールしましょう。
【取り組み期間】
看護の日（5月12日）を中心とし

た看護週間（5月10日～16日）
※取り組み期間に集まった「夜勤規
制・大幅増員」署名の最終集約は6
月30日です。
【行動時の様子について】
行動の様子（写真・文章）を加盟

組織や医労連本部にお寄せくださ
い。「メールニュース」や「医療労
働者」、看護集会の資料等でご紹介
させていただきます。
送付先▶▶▶kango@irouren.or.jp

3
月
18
日
に
、
中
央
社
保
協
の

呼
び
か
け
で
介
護
署
名
提
出
集
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会
は
オ
ン

ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
、現
地
60
人
、

オ
ン
ラ
イ
ン
52
接
続
で
全
体
1
1

0
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。署

名
の
受
け
取
り
に
は
、
中
道

改
革
連
合
よ
り
野
間
た
け
し
衆
議

院
議
員
、
日
本
共
産
党
よ
り
辰
巳

孝
太
郎
衆
議
院
議
員
と
山
添
拓
参

議
院
議
員
が
か
け
つ
け
ま
し
た
。

署
名
は
11
月
の
第
1
次
提
出
集
会

で
9
万
2
2
6
3
人
分
を
提
出
し

て
お
り
、
今
回
22
万
2
4
8
8
人

分
（
う
ち
医
労
連
1
万
2
0
0
0

人
分
）
を
提
出
し
た
こ
と
で
、
全

体
で
31
万
4
7
5
1
人
分
（
う
ち

医
労
連
1
万
4
0
0
0
人
分
）
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

集
会
で
は
、介
護
3
大
改
悪（
利

用
料
2
割
負
担
、
軽
度
者
の
介
護

保
険
外
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料

化
）
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
介
護

保
険
を
め
ぐ
る
情
勢
の
共
有
が
行

わ
れ
た
他
、
1
0
0
名
以
上
い
た

署
名
紹
介
議
員
が
先
の
総
選
挙
で

20
名
程
度
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
改
め
て
紹
介
議
員
を
増
や

す
こ
と
、
制
度
改
悪
か
ら
改
善
へ

向
け
て
介
護
署
名
全
体
50
万
筆
の

目
標
を
達
成
す
る
行
動
提
起
が
行

わ
れ
、
参
加
者
で
意
思
統
一
し
ま

し
た
。

【
最
終
署
名
提
出
集
会
】

5
月
26
日
（
火
）

10
時
30
分

厚
労
省
要
請

12
時
00
分

集
会
開
始

【
会
場
】

衆
議
院
第
2
議
員
会
館

介護保険制度の改悪反対、利用者本位の制度の実現を訴えると同時に、介
護労働者の処遇改善と人材確保の必要性を世論化し、未組織介護労働者に対
しても労働組合への加入を呼びかけましょう。
【取り組み期間】
5月1日～31日

【具体的な取り組み】
署名宣伝行動

※5/26署名提出集会に向けて5/22を目途に日本医労連へお送りください。
※宣伝用プラカードを4月中に各県医労連宛に送付します。また、必要に応
じてグーグルドライブからダウンロードしてご活用ください。
（4/20からダウンロード可能▶▶▶ https : //x.gd/MPLLt）
【介護老人福祉施設の人員配置基準に関する都道府県の調査】
介護施設の配置基準について、都道府県の条例が現場の実態に対応してい

るのかを調査します。結果は、今後の厚労省要請や秋のキャラバン行動の資
料に活用します。（専用調査用紙あり）
※行動計画や実施の報告、ニュース・写真等を医労連本部にお寄せください。
送付先▶▶▶kaigo@irouren.or.jp （詳細は医労連発第147号）

韓国保健医療労組京畿地域本部の訪日団が訪れ、
日本医労連本部と東京医労連が懇談し、日韓の医療
・介護情勢の情報交換を行いました。その後、東京
医労連の協力で病院と介護施設を見学しました。

さ
ら
な
る
報
酬
引
き
上
げ
を
国
に
求

め
る
た
め
、
今
春
か
ら
新
た
な
団
体
署

名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
患
者
団

体
や
民
主
団
体
に
も
広
く
協
力
を
呼
び

掛
け
る
要
請
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間
、
8
団
体
に
懇
談
を
申
し
入
れ
、

そ
の
う
ち
承
諾
い
た
だ
い
た
、
日
本
婦

人
団
体
連
合
会
、
新
日
本
婦
人
の
会
、

き
ょ
う
さ
れ
ん
、全
国
腎
臓
病
協
議
会
、

障
害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
全
国
連

絡
協
議
会
の
5
団
体
と
懇
談
し
、
要
請

を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
団
体
も
総
じ
て
ケ
ア
労
働
者
の

処
遇
改
善
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る

と
の
受
け
止
め
を
表
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
者
団
体
か
ら
は
、

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
も
臨
時

改
定
が
あ
っ
た
が
、
診
療
報
酬
、
介
護

報
酬
と
同
様
に
、
内
容
的
に
は
不
十
分

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
」
と
の
話
も
出

さ
れ
、
医
労
連
の
団
体
署
名
に
は
3
報

酬
共
に
見
直
し
を
求
め
て
い
る
こ
と
に

強
い
賛
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。後
日
、

署
名
用
紙
を
デ
ー
タ
で
送
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
連
絡
も
入
る
な
ど
、
要
請
し
た

団
体
で
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
は
多
方
面
で
も
認
識

さ
れ
て
お
り
、
要
請
す
れ
ば
積
極
的
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
条
件
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

韓
国
保
健
医
療
労
組
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
3
月
30
日
〜
31
日
の

2
日
間
で
京
畿
地
域
本
部
か
ら
の

訪
日
団
31
人
を
受
け
入
れ
、
懇
談

と
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
の
訪
日
の
目
的
は
、
高
齢
化
社

会
を
む
か
え
て
い
る
日
本
に
お
け

る
、
地
域
医
療
活
動
と
介
護
活
動

事
例
を
学
び
今
後
の
取
り
組
み
に

活
か
す
事
と
、
医
労
連
・
加
盟
地

域
本
部
と
の
連
帯
交
流
を
広
げ
る

こ
と
で
し
た
。
京
畿
地
域
本
部
と

は
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
東

京
都
」
本
部
な
の
で
、
日
本
医
労

連
本
部
の
他
、
東
京
医
労
連
に
も

協
力
い
た
だ
き
交
流
を
行
い
ま
し

た
。初

日
は
、
事
前
に
送
ら
れ
て
き

た
質
問
項
目
に
対
し
、
日
本
医
労

連
と
東
京
医
労
連
か
ら
答
え
る
か

た
ち
で
懇
談
し
ま
し
た
。韓
国
は
、

2
0
4
0
年
代
に
は
日
本
を
抜
い

て
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
が
世
界

一
高
い
国
に
な
る
と
推
測
さ
れ
、

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
医
療
や
介

護
の
提
供
体
制
の
あ
り
方
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
医
師
不
足
や

看
護
師
不
足
は
日
本
と
同
様
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
、さ
ら
に
今
後
、

介
護
職
員
の
需
要
も
高
ま
る
中

で
、
医
療
労
働
運
動
と
し
て
積
極

的
に
国
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
に

な
る
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
日

本
に
お
け
る
問
題
山
積
の
介
護
保

険
制
度
の
実
態
や
、
医
療
と
介
護

の
連
携
や
、
病
院
か
ら
施
設
そ
し

て
在
宅
へ
の
強
引
な
移
行
が
政
府

に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
現

状
も
伝
え
な
が
ら
、
国
民
本
位
の

地
域
医
療
・
介
護
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
医
療
・
介
護
の
労
働
組
合

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
こ
と
を

共
有
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
東
京
医
労
連
の
協

力
を
得
て
、
民
医
連
の
病
院
と
介

護
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
日
本

と
韓
国
の
医
療
現
場
は
、
違
う
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
が
共
通

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
様
々
な

問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
さ
れ

ま
し
た
。
夕
方
か
ら
の
意
見
交
換

の
場
で
は
、
最
低
賃
金
や
ス
ト
ラ

イ
キ
、
そ
し
て
政
治
を
変
え
る
重

要
性
な
ど
、
お
互
い
が
共
感
で
き

る
話
題
も
豊
富
で
非
常
に
有
意
義

な
連
帯
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

3
月
4
日
に
行
っ
た
国
会
議
員
要
請

行
動
の
翌
日
、
自
民
党
・
藤
田
ま
こ
と

衆
議
院
議
員
（
埼
玉
県
第
14
選
挙
区
）

事
務
所
よ
り
医
労
連
本
部
へ
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
「
2
0
2
5
年
度
夜
勤
実

態
調
査
」
結
果
を
目
に
し
、
看
護
師
の

働
き
方
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
で
し
た
。
3
月

18
日
に
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長

と
松
田
加
寿
美
書
記
次
長
で
議
員
事
務

所
を
訪
問
し
、
藤
田
議
員
と
懇
談
し
ま

し
た
。

日
本
医
労
連
か
ら
は
ま
ず
、
「
夜
勤

実
態
調
査
」
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
、

そ
の
背
景
に
は
慢
性
的
な
人

手
不
足
と
夜
勤
者
不
足
が
あ

る
と
説
明
。
「
看
護
職
員
の
入
退
職
に

関
す
る
実
態
調
査
」
と
「
2
0
2
2
年

看
護
職
員
の
労
働
実
態
調
査
」
結
果
な

ど
か
ら
、
看
護
現
場
の
大
変
厳
し
い
労

働
実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。
「
夜
勤
規

制
・
大
幅
増
員
署
名
」
を
は
じ
め
と
し

た
医
労
連
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
紹

介
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

藤
田
議
員
は
「
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
で

病
院
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
入
院
中
に

大
変
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る
看
護
師
を

み
て
き
た
」
「
み
な
さ
ん
の
働
き
方
に

つ
い
て
は
重
要
な
課
題
と
と
ら
え
て
い

る
」
と
し
、
厚
労
委
員
会
で
の
質
問
も

検
討
し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

２２２，４８８人の声届け２２２，４８８人の声届け２２２，４８８人の声届け

３
・
１８
介
護
署
名
提
出
集
会

野間たけし衆議員議員（中央）に署名手渡し

介護する人・受ける人

５０
万
筆
目
指
し
意
思
統
一

夜
勤
に
関
心

夜
勤
に
関
心

藤
田
ま
こ
と
議
員
と
懇
談

藤
田
ま
こ
と
議
員
と
懇
談

労
組
が
果
た
す
役
割
共
有

労
組
が
果
た
す
役
割
共
有

看護の日・
看護週間行動

看護の日・
看護週間行動

看護の日・看護週間

韓
国
保
健
医
療
労
組
訪
日

韓
国
保
健
医
療
労
組
訪
日

介護を良くするアクション月間介護を良くするアクション月間

行 動

新宣伝チラシ
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第３回核兵器禁止条約締約国会議の開催
日本被団協がノーベル平和賞を受賞

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
か

ら
4
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ

ザ
・
中
東
で
の
殺
り
く
と
戦
闘
が

続
い
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
国
連
憲
章
も

国
際
法
も
い
ら
な
い
と
言
い
、
年

明
け
早
々
か
ら
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
武

力
攻
撃
を
行
っ
た
の
に
続
き
、
2

月
28
日
に
は
イ
ラ
ン
に
対
す
る
大

規
模
な
武
力
攻
撃
を
開
始
し
ま
し

た
。
台
湾
・
米
中
関
係
、
朝
鮮
半

島
の
現
在
の
緊
張
、
ア
メ
リ
カ
が

主
導
す
る
日
本
を
含
む
軍
事
ブ
ロ

ッ
ク
的
対
応
と
大
軍
拡
な
ど
、「
軍

事
」
対
「
軍
事
」
、
「
核
」
対
「
核
」

の
危
険
な
悪
循
環
が
世
界
を
分
断

し
、
平
和
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
核
兵

器
禁
止
条
約
が
発
効
さ

れ
、
日
本
被
団
協
が
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
核
大
国
の

妨
害
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
国
は
95
カ
国
、

批
准
国
は
74
カ
国
に
ひ

ろ
が
っ
て
い
ま
す
。
日

本
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
へ
の
支
持
と
共
感
は
世
界
中
に

ひ
ろ
が
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
参
加
を
求
め
る
運
動
に
勢
い
を

与
え
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
に
被
爆
国
に
ふ
さ
わ

し
い
役
割
を
果
た
さ
せ
る
た
め

に
、
米
国
の
核
抑
止
力
＝
「
核
の

傘
」
へ
の
依
存
を
や
め
さ
せ
、
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
迫
り

ま
し
ょ
う
。

「
こ
な
つ
ピ
ー
ス
フ
ラ

ッ
グ
」で
平
和
行
進
コ

ー
ス
を
つ
な
げ
よ
う

2
0
2
6
年
国
民
平
和
大
行
進

は
、全
国
す
べ
て
の
市
区
町
村
で
、

「
核
兵
器
な
く
そ
う
」
「
憲
法
を

守
り
生
か
そ
う
」
「
非
核
三
原
則

を
守
ろ
う
」
「
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
を
」
と
よ
び
か
け
、
被
爆

地
広
島
、
長
崎
を
め
ざ
し
ま
す
。

各
県
医
労
連
、
各
単
組
・
支
部

で
団
体
旗
や
「
こ
な
つ
ピ
ー
ス
フ

ラ
ッ
グ
」
を
持
ち
寄
っ
て
行
進
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

4
月
1
日
よ
り
、
共
済

加
入
者
の
継
続
手
続
き
用

紙
の
発
送
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
加
入
し
て
い
る
組

合
員
一
人
ひ
と
り
に
「
個

人
・
セ
ッ
ト
・
火
災
継
続

加
入
申
込
書
（
継
続
用

紙
）
」
を
必
ず
渡
し
て
加

入
内
容
・
健
康
告
知
等
の

確
認
を
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

セ
ッ
ト
共
済
の
変
更
は

継
続
時
し
か
で
き
な
い
た

め
、
必
要
な
保
障
を
備
え

て
い
る
か
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
た
型
上
げ
や
追
加

の
手
続
き
が
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

継
続
時
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
①
セ
ッ
ト
共
済
の

型
上
げ
を
し
た
組
合
員
、

②
セ
ッ
ト
共
済
を
加
入
し

て
い
る
組
合
員
が
火
災
共

済
に
新
規
加
入
し
た
場

合
、
③
火
災
共
済
の
み
加

入
し
て
い
る
組
合
員
が
セ

ッ
ト
共
済
に
加
入
し
た
場

合
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
継
続

用
紙
に
よ
る
手
続
き
を
対

象
と
し
ま
す
。
詳
細
は
発

文
書
1
5
0
4
号
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
継
続
用
紙
を
お

送
り
す
る
際
に
「
継
続
手

続
き
に
つ
い
て
【
手
引

き
】
」
と
「
継
続
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

※
継
続
の
締
め
切
り

5
月
20
日
共
済
事
業
局

必
着

【日程・コース】

被爆地広島、長崎をめざす行動として、全国11幹線コー
スで実施します。5月10日北海道→東京（4コース終結）、
5月6日東京→広島、5月7日和歌山→広島、5月27日富
山→広島、5月3日四国（高知）、5月中ごろ宮﨑→広島、
5月31日沖縄→広島、6月28日長崎→広島で実施し、8月
4日広島（終結）となります。

全
労
連
女
性
部
が
実
施
し

た
、「
女
性
労
働
者
の
労
働
実

態
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

健
康
実
態
調
査
」及
び「
妊
娠

・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
実
態

調
査
」
の
2
つ
の
調
査
を
も

と
に
日
本
医
労
連
集
約
分
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
女
性
労
働

者
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

法
整
備
に
向
け
た
運
動
、
女

性
労
働
者
の
地
位
向
上
の
た

め
の
世
論
形
成
に
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
1
9

9
2
年
か
ら
5
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

守
ら
れ
な
い
母
性
保
護

日
本
医
労
連
の
集
約
分
で

は
、
回
答
の
5
割
以
上
が
看

護
職
員
で
あ
り
、
現
場
の
人

手
不
足
が
よ
り
顕
著
に
表
れ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
8

割
以
上
が
生
理
休
暇
も
取
れ

ず
、
約
7
割
が
鎮
痛
剤
を
服

用
し
な
が
ら
勤
務
し
て
お

り
、
6
割
以
上
が
慢
性
疲
労

と
健
康
不
安
を
抱
え
て
い
ま

す
。ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
4
割
が
経
験
し
、
そ
の
う

ち
4
人
に
1
人
は
「
誰
に
も

相
談
で
き
ず
耐
え
て
い
た
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
や
め
た
い
と
「
い

つ
も
思
っ
て
い
る
」
「
と
き

ど
き
思
う
」を
合
わ
せ
る
と
、

7
割
以
上
が
「
仕
事
を
辞
め

た
い
」
と
思
い
な
が
ら
勤
務

し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
に

は
過
酷
な
労
働
と
低
賃
金
が

あ
げ
ら
れ
、
責
任
感
だ
け
で

現
場
を
支
え
る
こ
と
は
す
で

に
限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

看
護
職
員
は
妊
娠
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
3
割
が
深
夜
業

に
従
事
し
、
流
産
経
験
者
は

前
回
よ
り
4
・
9
ポ
イ
ン
ト

増
え
、
全
労
連
と
比
較
し
て

2
・
4
ポ
イ
ン
ト
多
く
、
母

性
が
守
ら
れ
て
い
な
い
実
態

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

権
利
を
知
っ
て
、使
っ
て
、

充
実
・
強
化
を

母
性
保
護
や
両
立
支
援
制

度
に
つ
い
て
「
知
ら
な
い
」

「
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
」
と

の
回
答
が
多
く
、
制
度
が
十

分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
実

態
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
妊
娠
中
の
深
夜
業
免
除

や
時
間
外
労
働
の
免
除
、
通

勤
緩
和
な
ど
法
律
で
保
障
さ

れ
た
措
置
に
つ
い
て
も
知
ら

な
い
人
が
多
く
、
制
度
が
あ

っ
て
も
現
場
で
活
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
育
児
短
時
間
制

度
に
つ
い
て
は
、
制
度
が
あ

る
職
場
の
中
で
71
・
9
％
が

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
「
利

用
し
て
よ
か
っ
た
」
が
63
・

7
％
と
、
前
回
よ
り
8
・
8

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
収
入
の

減
少
や
人
員
不
足
で
利
用
を

た
め
ら
う
声
も
多
く
、
特
に

非
正
規
（
有
期
）
雇
用
労
働

者
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
を
理
由
に
仕
事
を
辞
め

た
人
が
約
5
割
に
も
の
ぼ
り

ま
す
。
制
度
の
不
平
等
が
女

性
の
働
き
続
け
る
権
利
を
奪

っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

母
性
保
護
制
度
が
活
用
で

き
る
人
員
配
置
を

こ
れ
ら
の
実
態
か
ら
、
母

性
保
護
制
度
は
あ
っ
て
も
、

低
賃
金
や
深
刻
な
人
員
不
足

に
よ
り
、
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
な
い
実
態
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。
母
性
保
護

制
度
を
活
用
す
る
た
め
に

は
、
余
裕
の
あ
る
人
員
配
置

と
賃
金
保
障
、
さ
ら
に
安
心

し
て
制
度
を
利
用
で
き
る
職

場
環
境
の
整
備
を
早
急
に
す

す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
働
け

る
職
場
を
作
ろ
う

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い

て
の
調
査
で
は
、
「
男
性
に

比
べ
不
当
に
差
別
さ
れ
て
い

る
」
と
感
じ
る
人
は
28
・
1

％
で
、
差
別
の
内
容
と
し
て

「
能
力
を
正
当
に
評
価
さ
れ

な
い
」
5
・
5
％
、
「
昇
進

・
昇
格
に
差
別
が
あ
る
」
4

・
4
％
、
「
賃
金
に
差
別
が

あ
る
」
4
・
0
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
仕
事
が
「
女
性
が
家
庭

で
担
っ
て
き
た
仕
事
」
と
い

う
考
え
方
の
も
と
で
賃
金
の

低
さ
や
処
遇
改
善
の
遅
れ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
根
底
に
あ
る
女
性
差
別

を
撤
廃
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
職
場
と
社
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
声

を
あ
げ
た
人
を
孤
立
さ
せ

ず
、
声
を
あ
げ
ら
れ
な
い
人

の
痛
み
に
寄
り
添
う
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

労
働
組
合
と
し
て
の
役
割
で

す
。

齋
藤
由
美
子

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

２
０
２
６
年
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進

人員増と賃上げで母性保護を守れ

▲こなつピースフラッグ

必要な備えか点検しよう

平
和
行
進
を
め
ぐ
る
歴
史
―
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
―
（
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）


